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9-1
(X,UX), (Y,UY ) を位相空間とする．次の問いに答えよ．
(1) 直積 X × Y 上の直積位相 UX×Y を生成するような O ⊂ P(X × Y ) を１つ与えよ．
(2) p1 : X × Y → X および p2 : X × Y → Y を p1(x, y) = x および p2(x, y) = y で定義する．写像 p1 と
p2 が連続となるような X × Y 上の最弱位相を U ′

X×Y とするとき，U ′
X×Y は，

O′ = {p−1
1 (U) | U ∈ UX} ∪ {p−1

2 (V ) | V ∈ UY }

で生成される位相である．さて，このとき，UX×Y = U ′
X×Y が成り立つことを示せ．(5+15)

9-2
(X,U) を位相空間とし，X 上に同値関係 ∼ が与えられているとする．このとき商集合 X/∼ の上の商位
相 U ′ ⊂ P(X/∼) を

U ∈ U ′ ⇐⇒ π−1(U) ∈ U

で定義する．ただし，π : X → X/∼ を自然は射影とする．このとき，次の問いに答えよ．
(1) 写像 π の定義をのべ，さらに A ⊂ X/∼ に対して，π−1(A) ⊂ X がどんな集合になるか定義にした
がって説明せよ．
(2) U ′ が X/∼ 上の位相となることを示せ．(10+10)
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